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＜ 2010 年全国 26大学調査の概要 11）＞
・調査時期：2010 年 9 月下旬～ 10 月
・調査対象者：社会学系授業を受講する大学生
・ 調査対象とした大学：国公立 6 校，私立 20 校（う
ち女子大 2 校）計 26 校（首都圏 14 校，関西圏
　4 校，それ以外の地域 8 校）
・ 入学偏差値の分布（大学受験予備校データより）：
43 ～ 66，平均 53.9
・調査方法：集合調査
・サンプル数：2831 人（１校あたり：22 ～ 312 人）
・男女比：男＝ 36.5％，女＝ 63.5％
・ 年齢構成：18 歳＝ 14.5％，19 歳＝ 34.9％，20
歳＝ 31.8％，21 歳＝ 12.9％，22 歳＝ 4.9％，23








・ 大学満足度への肯定的回答（「よかった + まあよ
かった」の合計）：55.4％
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なわち，*** ＝ 0.1％水準で有意（α＜ .001），**
＝ 1％水準で有意（α＜ .010），* ＝ 5％水準で有

























大学生調査の結果 0.16 ／ 2007 年杉並調査の結果
0.19，以下も同様にこの順で対比），とりわけ異年







の人数が多く（それぞれ男性 4.92 人＞女性 4.15 人，








　次にコミュニケーションの頻度を 1 ～ 4 で得点
化して平均を出してみると，直接会う頻度は男性























N 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差
＜「形式的」な側面に関わる項目＞
（１）ネットワーク規模
Q22a 親友の人数（合計） 2767 4.43 3.97 1011 4.92 4.90 1756 4.15 3.29 ***
Q22a 親友の人数(男) 2556 1.88 3.03 912 4.42 3.70 1644 0.48 1.06 ***
Q22a 親友の人数(女) 2562 2.81 2.85 909 0.86 1.62 1653 3.88 2.81 ***
Q22b 仲のよい友だちの人数 2734 17.60 16.40 1003 18.53 18.85 1731 17.07 14.77 *
Q22c 知り合い程度の友だちの人数 2609 50.94 61.81 977 51.05 64.98 1632 50.87 59.86
Q23-0　特に親しい友だち（0～3人） 2831 2.88 0.52 1033 2.83 0.62 1798 2.90 0.45 **
（２）ネットワーク構成員属性
(A)～(C)男性比率 2753 0.40 0.39 992 0.84 0.22 1761 0.16 0.22 ***
(A)～(C)異性比率 2753 0.16 0.22 992 0.16 0.22 1761 0.16 0.22
(A)～(C)異年齢比率 2760 0.16 0.25 994 0.18 0.28 1766 0.14 0.23 ***
(A)～(C)恋人が含まれる比率 2760 0.23 0.42 994 0.19 0.40 1766 0.25 0.44 ***
（３）知り合った場所
(A)～(C)知り合った場所の多様度(比率) 2751 0.25 0.24 992 0.22 0.24 1759 0.27 0.23 ***
①高校までの学校で（比率） 2760 0.58 0.37 994 0.56 0.39 1766 0.58 0.35
②大学で（比率） 2760 0.33 0.35 994 0.35 0.37 1766 0.32 0.33 *
③その他（比率） 2760 0.10 0.22 994 0.09 0.22 1766 0.10 0.21
（４）大学生か否か
①同じ大学の学生（比率） 2760 0.38 0.36 994 0.42 0.38 1766 0.36 0.34 ***
②別の大学の学生（比率） 2760 0.45 0.36 994 0.40 0.37 1766 0.48 0.35 ***
③大学生ではない（比率） 2760 0.17 0.26 994 0.18 0.28 1766 0.16 0.25
（５）ネットワーク構造
ネットワーク密度（比率） 2760 0.54 0.37 994 0.60 0.38 1766 0.51 0.37 ***
＜「内容的」な側面に関わる項目＞
（１）コミュニケーション頻度
(A)～(C)直接会う頻度（平均得点） 2756 2.46 0.89 991 2.58 0.96 1765 2.40 0.85 ***
(A)～(C)メディアを介する頻度（平均得点） 2756 2.67 0.78 993 2.63 0.81 1763 2.70 0.77 *
（２）共時行動
(A)～(C)共時行動の個数（0～5） 2760 2.49 1.17 994 2.30 1.25 1766 2.60 1.10 ***
(A)～(C)政治や社会の会話（比率） 2760 0.20 0.33 994 0.22 0.35 1766 0.18 0.31 **
(A)～(C)金銭やものの貸借（比率） 2760 0.37 0.42 994 0.36 0.41 1766 0.38 0.42
(A)～(C)悩みの相談（比率） 2760 0.72 0.37 994 0.56 0.41 1766 0.81 0.31 ***
(A)～(C)進路や就活についての会話（比率） 2760 0.60 0.41 994 0.51 0.42 1766 0.65 0.39 ***
(A)～(C)趣味や娯楽を一緒にする（比率） 2760 0.61 0.40 994 0.65 0.40 1766 0.58 0.39 ***
＜その他の項目＞
Q21_a 現在の友人関係に満足（平均得点） 2827 3.43 0.70 1031 3.40 0.74 1796 3.45 0.68 *
Q21_b ～ｆ　コミュニケーションスキルの個数（0
～5） 2831 3.04 1.47 1033 2.95 1.53 1798 3.09 1.43 *
Q21_b 誰とでもすぐ仲よくなれる（スキル①、平
均得点） 2827 2.58 0.87 1032 2.54 0.88 1795 2.60 0.86 ※
Q21_c 表情やしぐさで相手の思っていることが




2828 2.72 0.78 1032 2.76 0.81 1796 2.69 0.76 *
Q21_e トラブルが起きても、それを上手に処理
できる（スキル④、平均得点） 2827 2.57 0.73 1029 2.56 0.76 1798 2.58 0.71
Q21_f 感情を素直にあらわせる（スキル⑤、平
均得点） 2825 2.73 0.92 1030 2.68 0.94 1795 2.76 0.91 *
Q21_g 友だちの数は多いほうがよい（多数派
志向、平均得点） 2821 2.68 0.96 1029 2.79 1.00 1792 2.61 0.92 ***
Q21_h 遊ぶ内容によって一緒に遊ぶ友だちを
使い分けている（選択志向、平均得点） 2823 2.99 0.89 1030 2.93 0.94 1793 3.02 0.86 **
Q21_i 大人数でいるよりごく親しい数人の友だ
ちと居るほうがいい（少数派志向、平均得点） 2820 3.39 0.72 1027 3.40 0.75 1793 3.38 0.71
Q21_j まわりから友だちの少ない人間だと思わ




2822 2.40 0.87 1028 2.37 0.90 1794 2.42 0.85
Q29l 他人とは違った、自分らしさを出すことが
好きだ（差異化志向、平均得点） 2823 2.81 0.86 1029 2.91 0.89 1794 2.75 0.84 ***














数で，都市部 4.35 人＜地方部 4.69 人），「仲のよ
い友だち」「知り合い程度の友だち」では，いず
れも都市部のほうが多くなっている（それぞれ，




































































N 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差
＜「形式的」な側面に関わる項目＞
（１）ネットワーク規模
Q22a 親友の人数（合計） 2058 4.35 3.82 709 4.69 4.37 *
Q22a 親友の人数(男) 1897 1.76 2.86 659 2.25 3.46 ***
Q22a 親友の人数(女) 1904 2.83 2.74 658 2.75 3.15
Q22b 仲のよい友だちの人数 2028 17.93 16.55 706 16.66 15.92 ※
Q22c 知り合い程度の友だちの人数 1926 56.50 66.10 683 35.26 44.10 ***
Q23-0　特に親しい友だち（0～3人） 2113 2.86 0.55 718 2.92 0.39 **
（２）ネットワーク構成員属性
(A)～(C)男性比率 2046 0.38 0.39 707 0.46 0.41 ***
(A)～(C)異性比率 2046 0.17 0.23 707 0.15 0.21
(A)～(C)異年齢比率 2051 0.16 0.25 709 0.15 0.25
(A)～(C)恋人が含まれる比率 2051 0.23 0.42 709 0.23 0.42
（３）知り合った場所
(A)～(C)知り合った場所の多様度(比率) 2046 0.25 0.24 705 0.25 0.23
①高校までの学校で（比率） 2051 0.58 0.37 709 0.57 0.36
②大学で（比率） 2051 0.32 0.35 709 0.34 0.35
③その他（比率） 2051 0.10 0.22 709 0.09 0.21
（４）大学生か否か
①同じ大学の学生（比率） 2051 0.36 0.35 709 0.43 0.37 ***
②別の大学の学生（比率） 2051 0.50 0.36 709 0.32 0.33 ***
③大学生ではない（比率） 2051 0.15 0.24 709 0.24 0.31 ***
（５）ネットワーク構造
ネットワーク密度（比率） 2051 0.53 0.37 709 0.59 0.37 ***
＜「内容的」な側面に関わる項目＞
（１）コミュニケーション頻度
(A)～(C)直接会う頻度（平均得点） 2047 2.43 0.88 709 2.55 0.93 **
(A)～(C)メディアを介する頻度（平均得点） 2047 2.68 0.78 709 2.66 0.80
（２）共時行動
(A)～(C)共時行動の個数（0～5） 2051 2.51 1.16 709 2.45 1.19
(A)～(C)政治や社会の会話（比率） 2051 0.20 0.33 709 0.18 0.31
(A)～(C)金銭やものの貸借（比率） 2051 0.37 0.42 709 0.38 0.41
(A)～(C)悩みの相談（比率） 2051 0.74 0.36 709 0.67 0.39 ***
(A)～(C)進路や就活についての会話（比率） 2051 0.60 0.41 709 0.58 0.41
(A)～(C)趣味や娯楽を一緒にする（比率） 2051 0.60 0.39 709 0.63 0.40 ※
＜その他の項目＞
Q21_a 現在の友人関係に満足（平均得点） 2109 3.43 0.71 718 3.45 0.69
Q21_b ～ｆ　コミュニケーションスキルの個数（0
～5） 2113 3.06 1.47 718 3.00 1.47
Q21_b 誰とでもすぐ仲よくなれる（スキル①、平
均得点） 2109 2.59 0.88 718 2.57 0.84
Q21_c 表情やしぐさで相手の思っていることが




2110 2.72 0.78 718 2.71 0.76
Q21_e トラブルが起きても、それを上手に処理
できる（スキル④、平均得点） 2111 2.59 0.73 716 2.52 0.71 *
Q21_f 感情を素直にあらわせる（スキル⑤、平
均得点） 2107 2.73 0.93 718 2.75 0.88
Q21_g 友だちの数は多いほうがよい（多数派
志向、平均得点） 2104 2.66 0.95 717 2.73 0.96 ※
Q21_h 遊ぶ内容によって一緒に遊ぶ友だちを
使い分けている（選択志向、平均得点） 2105 3.02 0.87 718 2.89 0.94 **
Q21_i 大人数でいるよりごく親しい数人の友だ
ちと居るほうがいい（少数派志向、平均得点） 2103 3.40 0.71 717 3.36 0.75
Q21_j まわりから友だちの少ない人間だと思わ




2105 2.39 0.88 717 2.45 0.85
Q29l 他人とは違った、自分らしさを出すことが










N 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差
＜「形式的」な側面に関わる項目＞
（１）ネットワーク規模
Q22a 親友の人数（合計） 1496 4.29 3.86 1271 4.60 4.10 *
Q22a 親友の人数(男) 1360 1.90 2.93 1196 1.87 3.15
Q22a 親友の人数(女) 1365 2.69 2.66 1197 2.95 3.05 *
Q22b 仲のよい友だちの人数 1479 18.80 17.17 1255 16.20 15.32 ***
Q22c 知り合い程度の友だちの人数 1405 58.26 68.49 1204 42.39 51.71 ***
Q23-0　特に親しい友だち（0～3人） 1533 2.89 0.50 1298 2.87 0.54
（２）ネットワーク構成員属性
(A)～(C)男性比率 1495 0.41 0.39 1258 0.39 0.39
(A)～(C)異性比率 1495 0.17 0.23 1258 0.16 0.22
(A)～(C)異年齢比率 1497 0.16 0.25 1263 0.15 0.25
(A)～(C)恋人が含まれる比率 1497 0.25 0.43 1263 0.22 0.41 ※
（３）知り合った場所
(A)～(C)知り合った場所の多様度(比率) 1497 0.25 0.24 1254 0.25 0.23
①高校までの学校で（比率） 1497 0.56 0.37 1263 0.59 0.36 *
②大学で（比率） 1497 0.36 0.36 1263 0.29 0.33 ***
③その他（比率） 1497 0.08 0.20 1263 0.11 0.24 ***
（４）大学生か否か
①同じ大学の学生（比率） 1497 0.40 0.36 1263 0.35 0.35 ***
②別の大学の学生（比率） 1497 0.48 0.36 1263 0.42 0.36 ***
③大学生ではない（比率） 1497 0.12 0.22 1263 0.23 0.29 ***
（５）ネットワーク構造
ネットワーク密度（比率） 1497 0.53 0.37 1263 0.56 0.37 *
＜「内容的」な側面に関わる項目＞
（１）コミュニケーション頻度
(A)～(C)直接会う頻度（平均得点） 1495 2.47 0.90 1261 2.46 0.89
(A)～(C)メディアを介する頻度（平均得点） 1496 2.66 0.78 1260 2.69 0.78
（２）共時行動
(A)～(C)共時行動の個数（0～5） 1497 2.53 1.15 1263 2.45 1.18 ※
(A)～(C)政治や社会の会話（比率） 1497 0.21 0.33 1263 0.18 0.32 ※
(A)～(C)金銭やものの貸借（比率） 1497 0.39 0.42 1263 0.35 0.41 *
(A)～(C)悩みの相談（比率） 1497 0.73 0.37 1263 0.71 0.38
(A)～(C)進路や就活についての会話（比率） 1497 0.60 0.40 1263 0.59 0.41
(A)～(C)趣味や娯楽を一緒にする（比率） 1497 0.60 0.39 1263 0.61 0.40
＜その他の項目＞
Q21_a 現在の友人関係に満足（平均得点） 1529 3.40 0.72 1298 3.47 0.68 *
Q21_b ～ｆ　コミュニケーションスキルの個数（0
～5） 1533 2.97 1.48 1298 3.12 1.45 **
Q21_b 誰とでもすぐ仲よくなれる（スキル①、平
均得点） 1530 2.54 0.87 1297 2.63 0.86 **
Q21_c 表情やしぐさで相手の思っていることが




1531 2.69 0.78 1297 2.75 0.77 ※
Q21_e トラブルが起きても、それを上手に処理
できる（スキル④、平均得点） 1531 2.57 0.72 1296 2.57 0.73
Q21_f 感情を素直にあらわせる（スキル⑤、平
均得点） 1527 2.68 0.93 1298 2.80 0.90 **
Q21_g 友だちの数は多いほうがよい（多数派
志向、平均得点） 1525 2.66 0.95 1296 2.70 0.97
Q21_h 遊ぶ内容によって一緒に遊ぶ友だちを
使い分けている（選択志向、平均得点） 1526 3.01 0.86 1297 2.97 0.92
Q21_i 大人数でいるよりごく親しい数人の友だ
ちと居るほうがいい（少数派志向、平均得点） 1524 3.41 0.71 1296 3.37 0.74
Q21_j まわりから友だちの少ない人間だと思わ




1527 2.40 0.88 1295 2.40 0.85
Q29l 他人とは違った、自分らしさを出すことが























































































Ｎ 平均値 標準偏差 Ｎ 平均値 標準偏差 Ｎ 平均値 標準偏差
＜「形式的」な側面に関わる項目＞
（１）ネットワーク規模
Q22a 親友の人数（合計） 350 4.13 3.60 2025 4.53 4.14 392 4.21 3.32
Q22a 親友の人数(男) 318 1.92 2.73 1867 2.15 3.25 371 0.51 1.20 ***
Q22a 親友の人数(女) 319 2.62 2.79 1871 2.64 2.83 372 3.83 2.80 ***
Q22b 仲のよい友だちの人数 352 18.11 15.87 1996 17.84 16.94 386 15.90 13.72 ※
Q22c 知り合い程度の友だちの人数 341 50.06 70.54 1914 50.06 59.44 354 56.50 65.25
Q23-0　特に親しい友だち（0～3人） 358 2.94 0.36 2066 2.87 0.53 407 2.86 0.58 ※
（２）ネットワーク構成員属性
(A)～(C)男性比率 353 0.43 0.38 2009 0.45 0.40 391 0.16 0.22 ***
(A)～(C)異性比率 353 0.18 0.22 2009 0.16 0.22 391 0.16 0.22
(A)～(C)異年齢比率 354 0.17 0.26 2013 0.16 0.25 393 0.14 0.23
(A)～(C)恋人が含まれる比率 354 0.26 0.44 2013 0.23 0.42 393 0.23 0.42
（３）知り合った場所
(A)～(C)知り合った場所の多様度(比率) 354 0.27 0.23 2006 0.24 0.24 391 0.27 0.24 *
①高校までの学校で（比率） 354 0.52 0.36 2013 0.57 0.37 393 0.63 0.34 ***
②大学で（比率） 354 0.42 0.35 2013 0.33 0.35 393 0.24 0.30 ***
③その他（比率） 354 0.06 0.17 2013 0.10 0.22 393 0.12 0.23 ***
（４）大学生か否か
①同じ大学の学生（比率） 354 0.47 0.36 2013 0.39 0.36 393 0.21 0.27 ***
②別の大学の学生（比率） 354 0.42 0.35 2013 0.43 0.36 393 0.62 0.33 ***
③大学生ではない（比率） 354 0.12 0.21 2013 0.18 0.27 393 0.17 0.25 ***
（５）ネットワーク構造
ネットワーク密度（比率） 354 0.51 0.36 2013 0.56 0.37 393 0.50 0.36 **
＜「内容的」な側面に関わる項目＞
（１）コミュニケーション頻度
(A)～(C)直接会う頻度（平均得点） 354 2.43 0.94 2010 2.51 0.90 392 2.25 0.78 ***
(A)～(C)メディアを介する頻度（平均得点） 354 2.48 0.80 2011 2.69 0.78 391 2.75 0.77 ***
（２）共時行動
(A)～(C)共時行動の個数（0～5） 354 2.60 1.09 2013 2.45 1.18 393 2.63 1.12 **
(A)～(C)政治や社会の会話（比率） 354 0.24 0.34 2013 0.19 0.32 393 0.20 0.33 *
(A)～(C)金銭やものの貸借（比率） 354 0.43 0.41 2013 0.36 0.41 393 0.37 0.42 *
(A)～(C)悩みの相談（比率） 354 0.70 0.35 2013 0.70 0.38 393 0.82 0.29 ***
(A)～(C)進路や就活についての会話（比率） 354 0.65 0.36 2013 0.57 0.42 393 0.67 0.38 ***
(A)～(C)趣味や娯楽を一緒にする（比率） 354 0.58 0.38 2013 0.62 0.40 393 0.56 0.39 *
＜その他の項目＞
Q21_a 現在の友人関係に満足（平均得点）
357 3.34 0.69 2063 3.44 0.71 407 3.48 0.67 *
Q21_b ～ｆ　コミュニケーションスキルの個数（0
～5） 358 2.77 1.50 2066 3.04 1.47 407 3.30 1.40 ***
Q21_b 誰とでもすぐ仲よくなれる（スキル①、平
均得点） 358 2.42 0.83 2062 2.58 0.87 407 2.70 0.89 ***
Q21_c 表情やしぐさで相手の思っていることが
わかる（スキル②、平均得点） 358 2.84 0.72 2063 2.90 0.76 406 3.07 0.65 ***
Q21_d 人の話の内容が間違いだと思ったとき
には、自分の考えを述べるようにしている（ス
キル③、平均得点） 358 2.61 0.73 2063 2.74 0.78 407 2.72 0.76 *
Q21_e トラブルが起きても、それを上手に処理
できる（スキル④、平均得点） 358 2.53 0.69 2062 2.56 0.74 407 2.64 0.71 ※
Q21_f 感情を素直にあらわせる（スキル⑤、平
均得点） 358 2.63 0.89 2061 2.73 0.92 406 2.84 0.93 **
Q21_g 友だちの数は多いほうがよい（多数派
志向、平均得点） 358 2.51 0.96 2057 2.72 0.95 406 2.58 0.94 ***
Q21_h 遊ぶ内容によって一緒に遊ぶ友だちを
使い分けている（選択志向、平均得点） 358 2.93 0.90 2058 2.99 0.89 407 3.04 0.89
Q21_i 大人数でいるよりごく親しい数人の友だ
ちと居るほうがいい（少数派志向、平均得点） 358 3.43 0.69 2057 3.38 0.73 405 3.38 0.72
Q21_j まわりから友だちの少ない人間だと思わ
れるのはいやだ（「便所飯」志向、平均得点） 358 2.45 1.00 2059 2.45 1.01 407 2.40 0.97
Q29k 自分らしさを強調するより、他人と同じこ
とをしていたほうが安心だ（同調志向、平均得
点） 357 2.44 0.82 2058 2.40 0.88 407 2.38 0.87
Q29l 他人とは違った、自分らしさを出すことが
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